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され其0）飼育成績に及ほす影響は顯著ならす、然れさも慮待飼育並に稚翻田

に與ヘナこる所の絶食にi掛するヨ馬抗力に就ては前代の悪影響は爾次代に於ても

悪影響を齎すものなる可しh殊に絶食に謝する携抗力に就ては前代の鵬係は

一眠起獄に於て最も顯著に覗はれ：”：眠三眠割1贋次其の影響の程度を減殺せりG

　　（木試験中鶴代電は親の代を謂ひ次代Sは子の代を表すものなり）

舞種の低温接鯛に就て　　　　　t

白　　澤’　　幹

　　　緒　　　　　　嘗

“　　試瞼　の　方　法

　　試験　の　成績
　　慨　　　　　　　括

慧種の低温接鰯に就て

　　　　　　　　　　　　　緒　　　　　言

　從來魏種の越冬に際しては不隠の高温を避け、師ち四十度（華民）以上の温度

に接燭せしめざる様に注意を梯ふミ難も牙ξだ不時の低温には留意する所甚だ少

．なき感あるを叢憾NSす、田中博士は康卵を縮氏零下二十二度以下に一時間以」二

1接燭すれば凍結して卵殻は膨脹し光羅を帯び又短時間にても蟻氏零下二十度以

下0）寒氣に遇はしむれば甚だ不良の影響を受くるもの霊云ふQ

　之れ故に＄f‘卵の胚r休眠9り一1に入り最も寒氣に抵抗力を有すゐ畔期竃難も不時

の寒氣には不時の暖氣定等しく控意を搬よねばなららぬものである。

　今越冬中の獄卵を不時の寒冷に遭遇せしめて其の被害程度を知らんミ欲し大

正卜；二、ミ年度に施行したる試駒成績を宏に示さん。

　　　　　　　　　　　　試験の方法

　食盤四分雪六分0）割合に混合しfる躍劃を用ひて獄種に不時の寒氣を遇はし
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　　　　　　めたり、其の方法は翻に示すか如歯磐器に寒割々人れ11七の中に

　　　　　　梢太き試験管を挿入し試1腰管内が一塞の湘度を示すに棄りて試

　　　　　　瞼管中に鶯種を投じ目的0）時間’il”亥漏度に接鯛せしめたり。

　　　　　　　供川翻種は春期製避0）ものにして普蓮σ）黙態に保護し一1’二二月

　　　　　　上旬頃卒均温度華氏三三十五度位の地下叢に移し試験施行後も亦

　　　　　　此の地下霊内に保護し三月上旬に華民三惇〔度｛立の氷瞳に貯践

　　　　　　し置き四月ード旬之を出庫し五月上旬Zド均1品度七十三度李均漁度

　　　　　　七1’八％内外を蹴て催膏し其σ）褒栂賦態を調資したり。　　・

　　　　　　　鷲種の分割は標攣嘔（無接燭瀞1）及び捜鯛噺網別の各［遜に同一

　　　　　　蛾腿を配當すべく試馳胚撒蜜同数に一蛾を分割して各｝試繍、1珊

　　　　　　に於て螂1’1別に依る言呉差をなからしめて試瞼を施行しナこり。

　　　　　　　　　　　　　　　試験の成績

　　　　　　　　　　第一回0）蜜願（大正十ニニ！t　IS　＝月五凹施行）

　　　　　　　接働日的溜度を囁氏零下：．：十一度Tin分霊なし獄種は國鑓支四

　　　　　　號×中藥を用ひ左σ）賦別を設けたり。

　標　　準　　鰯（無接角蜀llSlli）　　　　　卜　分　間　1罎（・卜分間ヨ妾燗髄）

　三十分閻腿（三＋分間接醐悶）　一　時　間　1砥一時闘接鰯1畷）、

　二　陣　間　駆（二階闇接脚・島琶）　　三　時　間　腿（三時翻妾脚超）

今共の成績を表示せば左0）如し。

　　　　　　　　　國獄支四號×中　　　災

　　　　1翫鍍囲・刷翻講雛撚謙轍瞬延・蜘・ヒ伽

　　　　　　　　　　　　
標準隔i　，2．252

－1」分間1蘇l　i　　　　2・211

惜分間賑　1　　2．223

一π｛爵1財照　　　　　　2，348

　　　－　　ロこ：HSt間瞬」　1　　　　2．272，

　　　　　
三醐剛　2・213 4・・2・P訓　1馴　劉・・

ll；li調1謝愚憎1：1
53。、…，，．17　29．，ll　、3　，、l

　　l　　　　l　　　　｝

器」1：：；：1：魏　；ll欝1
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　　　　　　　　　　　　　　　　pat幽　　H－L．＿　　　　　　　　　　　　　r　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘一”一”’一

備考實用的卿化歩含霊爾走多のop伽腱繧二醐鯛浮f圃轍を供試欄轍

　　　　3ζは鱒化総卵敷に鋤すゐ割合を云ふ、、以下之に準す。

　右の結果に依つて見れば臓氏零下r：卜一度五分に接燭したる獄種は纐蜀時間

の長短を間はす標準瞳に比し著しく死卵を出して卿化歩合並に露用的卿化歩合

を減少し」又卿化不齊にして嚢生日撒な徒らに延長し且つ瑠化初E1を一日邊延し

たり。

　邸ちβ隙化歩合に於て襟準！憂0）98．18％をこ当｝し接鯛廠は58％乃至40％を示し實

∫目的蠣i化歩合（鋤鰐化総卵数）に於て標準1磁よ97．33班なるに接脚磁よ55％乃至

38％なり、3ζ卿化延日数は標準賑にありては五「1なるも接閥臓は一三乃至ニニー

日に亘りナこりきo

而して之等低膿脚影盤欄時1駒脚鮒いて見る1：’i’“分間wa・靴

分間匠、一時間匪の三者間には一定したる差異を認めざるも二時間畷、三時間

腿の爾者は葡三者に比し鰐化歩脅並實∫舶勺珊i化歩合を減少し且嚢生一暦不齊ε

なり、卿化延日数を著しく延長したり。　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　第　：回の蜜験　（大正十二年二二月一k六口施行）

　接燭温渡、試鹸隠獅等前回の實験S全樺になしi獄彌は中災×國驚支四號を供

用したり、其の成綾次の如し。

　　　　　　　　　　申　　菓×國翻支四號

　　　　　　　黛試濃一講鍮騰・・一

標　準　W」

＋分間，暉

蕊＋分間雇

一　略≒問　匿1

二時間騒

三時間匠

　粒
2、506

2．347

霧・454

2．481

2．344

2・294

　％
96．13

42．3S

32．97

2名β0

44．03

23，76

　　l
il：1：1：：：19

48．33　　　　　15、93

43．16　　　　12、21
　　｝

50．77　　　　　22、35

43．49　　　　　10．33

巳

15

月0
5，11

5、12

，・1・，12

18

】5

19

5，12

5．12

5．12

右の結果に依つて見れば前同の實験成績は略同謙の傾向を示したれさも低温

岬
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捌・）影響は…1漱にし艶ilち靴齢にありて1纏1畦脚）騨3％幽し接

鰯は23％乃至・螂躰し叉翻的靴歩合（蜥靴冷騨婁女）は標鵜の脚～％

に比し接角蜀i超は・』3％乃至50％なりしo

而して幽顛敏に於’Cは1傭歌差なく1難［⑳五1燗に凱・揃嘔は一

五日乃至一九日なりき。

鰯惰の威績が1姻曜題験威績より低繊脚）影轍なるは卵内胚：Fの畿育

程度の異なれるに起凶せん、即ち葡考は支那種母隙の一代交難種にして試離施

行當時の胚子は醐氏o）甲鷹業試験揚鼎礫蜷第四號笛比圖「P）に相當せ

るも後者の揚合はFl本種母：膿にして而かも蘭者より十日内外経過したる時にあ

るを以て低温接燭の揚合に於ける胚子は永野氏の乙A（削司）に韻當して薗者の

胚子より畿育したる懸態にあり、故に同一程度の低温接燭に依る影響は後庸の

揚合に於て一騰大なるものUl［1し。

　　　　　　　　第三回實騒　（大正十三年二月六日施行）

　接燭温度囁氏零下二十度ざして國獄日一號、全支四號、全鰍九號、全日一一〇

燭鼓℃一號・舶の論種洲ひ左の剛轍けtり・
　　標　　　　　1、耀　　　　　ま聾（興｛奪接・角蜀1礎≡）　、　　　　　　　　　三　　　分　　　「賃」　　「轟三（三三分間接角蜀匹藁）

　　・五　分　間　1礒（五分間接燭1超）　・　十　分　間　廣（十分聞接燭匿蓬）

」　三十分問【1，互（三十分間接鯛1超）　　一　時　間　随（一時聞接燭臨）

　今其の成績を表示せば左の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　（一）

鷹蓋下頒1五刑竺蝕璽・聯獺1三づ凋紛吐粉國・粉礒
1　艀　　化　・歩　　含＿，＿、實　用　的墜　化　歩　合一＿

　　　　　　　　％「
國獄支四號．97・°9

國　鷺　日一貌　　　92・58

全　　　　騨くブし琶虎　　　95．05

全支一〇一量謄　　　95・29

全日一〇七號，94・8Q

新　　　　　　　 k　　98・43

gLI2　　81．62　　75、07

58，11　5049　60，48

88．48　F84．16　　85β6

86．90　　8L85　　85．64

53，46　　44・05　　39．20

S7・17 P・一・99

55．0玉

86，63

90．92

59．17

95、58

・1・2sl：1：：l　l：：12i：1：il

97．94

93．06

97．48

97．37

87．5，i，。96

、，，、61，9，、，

76．61　66．27

88．43　　83．44

　　i

　　旨
69。37　75．23

5L4巷　60、99

78．25

89．37

50，64

85，07

76．68

60．41

74、91

50、47
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Pt
備考　蜜川的卵靴ル合は艀化絡卯撒に封するものなり。

　　　　　　　　　　　　　　（囲悶）

購　　化　　初　　日 卿　化　延　日　数

翻三分卿・刎鵬卜剛・瀦石緯諏F飛耳藤：

　　　　　　　iき　
極罰餐謡　支四纏　　　5．15　　5」5

釜≧　　　日一翫駐　　　5．i5　　5，15

全　　　 麗欠ソし號　　　 5、16　　5．17

全支一（）一一・一號　　　5、141　5。15

全日一〇一ヒ鵬　　　5」4　　5．15

粥『　　　　　　白　　　5・14　　5・141

　　　　　1－　　　　　1

5．16

5．16

5．17

5．15

5．15

5．14

516

5．15

S．17

5115

5．15

5．14

　t
5・161　7

5．16　　　5

5．17　　　6

　15．151　　6

5，15　　　4

5．14　　　4

11

14

！4

13

，dI2
　5

121　15
1118

10　　12

王6

17

11

11

12

10

9

14

11

12

13

9

　　以上の成績表に付いて見るに

．　低温接角馴彊は樗慰隻畷に比し盗晶種を通じて欄ヒ歩合少なく嚢生不務にして徒

　らに岬化延1：1敏を延畏せる0）みならす㍉著しく蜜川的粥牝歩合を減少して卿化

　初rlを一晒1三1内夕朽屡延せり。

　　而して之が影響を接燭時間の長短に付いて見るに勢品種を通じて三分間膿は

　梢其の影響少なき傾向を示せる謝鮎茸分、’卜分b三十分σ）各圃田に於ては一

　定0）傾向を認め難し。

　　叉各晶種閲に於て低溜接燭の影響のjl乏も著し営は國鶯L卜號、　A，，　El　－O－L號

　o）爾者にして之れご絡段o）差を以て國獄支四號、全鰍九號、全支一〇一一號、新

　憤0）四者之れに次けり。　　　　’　　　　　・

　　面して以上低温接鯛のll彰響は前年度に施行しナこる二二回の實鹸威績0）側れより

　も僅少なり。

　　　　　　　　　　　　　概　　　　括

　　以トの實験成績に付いて概評すれば左の如し。

　1・嫌民零下二十一度五分乃至」二十度0）低溜に鶯卯（越冬中）を接燭せしむれば著

　　しく悪影響を受くるものなり0

　1．麿ilち該低温に三分間以上接燭せしむれば完歪に保護したる同一の獄種に比し
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　催青日数を一一臼内外延長し．且つ

L卿化歩合並に實Jl；的卿化歩合を著1しく波少するのみなら’少、甚だ嚢生不獅ざ

　なり十三日乃至二十一日0）畏日子に亘鯛靴するも0）なり。

1，前記の低温に獄種を僅か三分間接燗せしむれば既に前託の如き悪結身ミを來た

　すものなれさも尚其の接燗日i墾間を（三時間迩）延長うるも其の割合に低温接燭

　の影響大ならざるが如し。

1，而してi獄卵を撮i氏零下ニートー度五分S噺氏零下二十度霊の爾者に同時聞慧種

　　　　　　　　むを接燭せしめたる揚合に於ては揃1者は後者に比し僅かに鷲氏一度瓢分低きに

　泄ぎざれさも之れが産卵に及ほ・す影i響は激甚にして前潜は著しく嚢座の齋一

　を映き鱒化歩合を減少せり。

1，低温接鯛の影響を獄卵胚予の獲鶴伏態に就て見るに休眠期の胚子求だ装育を

　初めざる師ち水野氏のFF程度のもの最も少なく胚イLの畿育を進むるに從ひ之

　が影響顯著なるもの功口し。

1．叉各晶種問にありては同一時期に於て前記の低温に接鱗せしめたる揚合に於

　ては口本種は（一化性及二化性）支那種及歌洲種に比し之が影響大なるも0）’s

　如しQ

　之れを要するに例へ休眠期の舩態にある獄種司誰も鷺氏零下　：十度以下の低

温に短時間S難も接燭せしむれば甚だ不良の影響を受くるものなり。g

　今木縣の左認の箇所に於ける大正二年より全十一年迄の最低極度を示せば左

の如し。

　　　　　　　　自大正二年至大一ll三十一年最低極慶表（撮民）

1

瞬野1
月雫下度
12　　　13．4

1　　　15．7

2　　　16．2

31、12’1

松　本

19，2

22．9

20．1

飯田上・ m瀧鵜
13’7

14．2　　　　15．8j　　　I6，0　　　　17、5

14．1

15．51　　10，3

　f

　ミ　　　　　　　
14・gi・2・・‘14：・

　！　．

15・8］　　　22・O　　　　　l9・O

’1・6堰@19凸155

大　町∫　飯　山　臼　田

19．5　　「　s・17．8　　　　19．O

ii：i隅iili

備考　上表は長野測候所叢行氣象年報により調査せりD
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　帥ち本縣に於ては一一、二月の頃最低氣温1葡1晴氏零下二十二度内外を示すこSあ

れば冬期間に於ける鍼種の保護は不ll寺の暖氣に遭遇せしめざる憐沖意するは勿

論なれ♂も爾かsる低温に接鯛せしめざる様注意するこε肝要なり。

　彼の養欝i家に於て北側の冷所に獄種を懸け放しにして置くが如きは甚危瞼な

るもの銘胃ふべし、殊に胚子の梢齢をB脚せ葬月一陶乃至三月σ）｛嚥氣温

甚だしく低下する地かに於ては一謄の漂意を要するものなり。

6

製綜工業企業形態論

　　　　　　　　　　・　早’川直瀬

本邦製綴蝶が一個の企業燭に至りしは・糸購蝶が特囎業焔に至り

し徳川氏中世嶽降の事に鍋すれ5も、之が顯著なる嚢達をなせるは明治維新以

後の事なり霊す。

　而して最近に於ては製綜工業の企業観念盆明確Sなるに至りしのみならす、

此親念の強弱が斯業経螢の級木に影響を及ぼす所頗る大なるものあゐに至れり

之れ全く偶近に於て製綜工業か純工業化せる二輯献二依れるものなりSす。

　今製綜工業企業形態論なる題目の下に、製綜工業に關すゐ企業組織の現期及

將來に就て論述する所ある可しo

製細業舗の實務は、先づヨ屡斑ξ料焔彌を購人し・糊乾繭して繍

を行ひ、斯くして得ナこる生綜を再繰して荷浩りを行ひ、販費するものにして、

事業の性質上、之を二大別して購繭ミ繰綜及再繰言販費『なす事を得呵し。

　而して製孫事業の前孚九る購繭なる事業は、製綜工業」瀬る重要なるもg）に

して、其適否が直に斯業縄螢の良否に關する如く、至大なる影響を有するもの

あり。而して如斯は産繭品質の良否力く、製綜に及ほす慮頗る大なるに拘昏す、

其側酬定の困難なるこご、産繭1よ㈱1出廻時期なる一獅毒期に於て購入せざ

る可らざるものなるこミ、及び空要原料たる繭慣の三生紡塗産塵量ξ慣に謝する罰合、


